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でんすけペイポイント付与

物価高騰の対策支援として、学校給食費を支援します。

【対象】当麻小学校、宇園別小学校、当麻中学校に通う児童生徒

【内容】令和８年１月～３月分の学校給食費を全額支援します

【申請】必要ありません

※令和8年度予算において、当麻中学校生徒の学校給食費(令和８年４月～令和９年３月分)の全額

　支援も行います。(公立小学校は４月より全国一律、給食費の実質無償化が始まります)

【詳しくは】教育委員会学校教育課学校施設係(☎84-2111)

学校給食費支援

物価高騰の対策支援として、でんすけペイポイントを付与します

【対象】令和８年１月15日現在、当麻町民の方

【内容】１人あたり25,000円分のでんすけペイポイントを、世帯人員分１枚のカー

　　　　ドへ付与します。

【申請方法】昨年の物価高騰対策支援で、10,000円分のポイント付与を受けた方は手続き不要

　(２月19日にポイントが付与されます)。昨年ポイント付与を受けていない方は、当麻町公式Ｌ

　ＩＮＥ、郵送、役場窓口いずれかで３月27日(金)までに手続きをしてください(手続きには１

　月28日付けでお手元に発送した案内文書が必要)。

【詳しくは】まちづくり推進課企画商工係(☎84-2111)

当麻町は国の｢物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金／重点支援地方交
付金｣を活用して、子どもから高齢の方まで、町民皆さんの日々の暮らしを
守るため次の支援を行います。

国の総合経済対策として、子育て世帯へ｢物価高対応子育て応援手当給付
金｣を支給します。

【対象】・０歳～高校３年生(令和７年９月分の児童手当を当麻町から受給している方）

　　　　・令和７年９月１日～令和８年３月31日に出生した児童

【内容】一人あたり20,000円を支給

【申請】当麻町から児童手当を受給している方は不要。

　　　　※公務員の方は申請が必要です

【手続きと詳細は】子育て支援課子育て支援係(☎84-5440)

1人あたり
25,000円

高齢者等燃料価格高騰対策支援(令和8年度予算)
令和８年11月１日現在、当麻町に住所がある町民税非課税の高齢者などの世帯を対象に、１世帯

当たり１万円の支援を行います(対象世帯への案内は令和８年11月中旬に発送予定)。

【詳しくは】保健福祉課福祉係(☎84-2111)
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事業内容　※一部見直しを含みます

A　介護サービス（通院乗降介助）
病院や買い物などへ行く際、玄関から車への移動や乗り降りを、介護の専門職が支援するサービスです。

継続 【保健福祉課　介護係】

B　当麻町重度障害者（児）ハイヤー料金助成 
下記身体障害者手帳を有する方を対象に、ハイヤー料金を助成します。

継続

●対象　下肢障害者（児）、体幹機能障害者（児）、視覚障害者（児）…１、２級 /内部機能障害者（児）…1級

【保健福祉課　福祉係】

D　外出支援サービス

介助なしでの移動が困難な高齢者の外出の手段を確保するため、福祉車両により利用者の居宅と医療機関

などとの間を移送して、日常生活上の外出機会を支援します。

見直し

●行ける場所 ・医療機関への通院・退院

　　　　　　　・公的機関（町内のみ）

　　　　　　　・金融機関

　　　　　　　・日常生活に必要な食品・日用品雑貨などを取り扱う小売店（町内のみ）
● 利 用 回 数 　・１カ月につき 10 回
　　　　　　　　（ただし、医療機関への通院など５回分、買い物支援など５回分）

●利 用 日 時 　・月～土曜日　※各事業所毎に異なります
●利 用 方 法 　乗り降りする場所が同じ場合、乗り合いとなります

●金　　　額　町内 500 円、町外 30km 未満　2,030 円、町外 30km 以上　2,540 円（変更なし）

要支援１など対象外の方も、体の状態により利用できる可能性があります。ご相談下さい。

【保健福祉課　介護係】

E　のるーと当麻
どなたでも利用できる、乗り合い型 AI オンデマンド交通。予約は電話、または LINE から。

詳しくは６ページをご覧ください。

【まちづくり推進課　企画商工係】

80 歳以上で、町外の医療機関に定期通院している方を対象に、ハイヤー料金を助成します。

●助成額　上限 15,000 円

●手続き方法　通院の際に利用したハイヤーと病院の領収書をとっておき、1 年に 1 回役場で申請すると、

後日、指定口座へ振り込まれます。

新C　高齢者「定期通院」ハイヤー料金助成

領収書 領収書
領収書

領収書

領収書 領収書

まとめて保管

役場で申請
・年 1 回
・上限 15,000 円

イメージ

ハイヤー 医療機関

【保健福祉課　福祉係】
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私が利用できる支援はどれ？

条件によって利用できる内容が異なります。詳しくは担当窓口へご相談ください。

当麻町では、高齢化の進行や免許返納される方の増加を見据え、住み慣れた地域で、誰もが安心して暮らし続

けられるよう、新たな移動手段の創設と、これまでのサービスの役割を見直し、限られた財源の中であっても

持続可能な、移動・外出支援の仕組みを組み立てていきます。

病院への通院や日常の外出など、４月から内容が一部変わります。ご理解とご確認をお願いします。

●詳しくは…　保健福祉課介護係・福祉係、まちづくり推進課

高齢者の外出を支える 交通費助成制度 が変わります

令和８年４月～

A　介護サービス（通院乗降介助）

要介護状態区分は、

「要介護１」以上である

A・B
併用可

要介護状態区分は、「要支援２」である、

または、身体障害者手帳の交付を受けてい

て、車いすを使用しなければ外出できない

左記のいずれにも

該当なし

当麻町重度障害者（児）ハイヤー料金の助成対象となっている

令和８年度中に 80 歳以上になる

はい

はい いいえ

A・C
併用可

A

はい

はい

はい

はい いいえ

DC または D
併用不可

いいえはい

はい

いいえ

はい

C E

令和８年度中に、町外の医療機関を定期的に（２回以上）受診する予定がある

いいえ

いいえ いいえ

いいえはい いいえ はい

B　当麻町重度障害者（児）ハイヤー料金助成

C　高齢者「定期通院」ハイヤー料金助成

D　外出支援サービス

E　のるーと当麻

B

はい

B または D
併用不可

※�体の機能低下により、バスやのるーと当麻の乗降が難しい方 
（要支援１など）は、保健福祉課介護係へご相談下さい。

※下記参照
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当麻

※

車輛写真

のるーとを利用する際のお願い

(☎0166-73-7732)

利用時間／午前８時30分～午後４時30分
(土、日、祝日、年末年始は運行していません)

のるーとコールセンター

ＬＩＮＥからの予約も可能ですＬＩＮＥからの予約も可能です

乗り合わせの指定はできません
　｢●●さんと同じ車両で迎えに来てほしい｣などの予約はシステム上、対応できません。

待機はできません
　すぐ終わる用事であっても、次の予約に向かわないといけないため、待機はできま
　せん。必ず目的地ごとに予約をお願いします。

運転手に予約はできません
　安全第一で運行するため、車両に予約機能は備わっていません。予約は必ずコール
　センター(☎73-7732)に連絡ください。

携帯電話を持って出かけてください
　携帯電話を所有している方は原則、携帯電話の番号で登録をしています。天候状況
　などで運行を急きょ休止する場合などの緊急連絡先となっていますので、必ず持参
　の上出かけるようお願いします。

キャンセルの場合は必ず連絡を下さい
　他の利用者の運行に影響が出るため、予約キャンセルの場合は必ずコールセンター
　(☎73-7732)へお電話ください。

個人宅は特定に時間がかかります
　行き先が友人宅などの場合、場所の特定に時間がかかることをご承知おきください。

はい、のるーと当麻です

予約番号かお名前を教えてください

登録した時の電話番号４桁または名前

どこから乗りますか？

迎えに来てほしい場所(自宅など)

どこに行きますか？

行き先

利用する日と時間

同乗者はいますか？

本人のみ・同乗者がいる

●号車で●日●時に迎えに行きます

昨年10月から運行を開始したＡＩオンデマンド交通｢のるーと当麻｣のスムーズな電話
予約方法をご紹介します(利用する直前でも予約可能です)。

当麻
電話での予約方法

車輛写真

(☎0166ｰ73-7732)

ご予約いただく際の注意点
上記イメージのとおり予約が進められますが、次のことにご注意ください

電話予約のイメージ

・一方的に話さず、オペレーターとの一問一答をするようにしてください
・最後の確認が完了するまで電話を切らないでください
・公衆電話を使う場合は途中で切れないよう、多めにお金を入れてください
・携帯電話をお持ちでない方は、行きの予約と併せて、帰りの予約もすると便
　利です

今すぐ利用しますか？
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１
月
11
日
、
二
十
歳
を
祝
う
会
が
公

民
館
ま
と
ま
ー
る
で
行
わ
れ
、
振
袖
や

ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
40
人
が
出
席
。

二
十
歳
を
迎
え
た
喜
び
を
互
い
に
分
か

ち
合
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
伊
藤
凜
星
さ
ん
と
唯
野

大
翔
さ
ん
が
登
壇
し
、
二
十
歳
の
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。
看
護
師
に
な
る
た
め

日
々
勉
強
を
続
け
て
い
る
と
い
う
伊
藤

さ
ん
は「
久
し
ぶ
り
に
み
ん
な
の
顔
を

見
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
。
こ
れ

か
ら
は
社
会
人
の
一
員
と
し
て
、
責
任

あ
る
行
動
を
心
が
け
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。
香
川
県
の
大
学
に
通
う

た
め
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
と
い
う

唯
野
さ
ん
は「
人
生
は
ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
。
自
分
が
思
い
描
く
未
来
に
近

づ
け
る
よ
う
努
力
を
続
け
る
」
と
力
強

く
話
し
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
の
た
め
に
登
壇
し

た
村
椿
哲
朗
町
長
は
、
二
十
歳
の
抱
負

を
出
席
者
へ
サ
プ
ラ
イ
ズ
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
。
マ
イ
ク
を
渡
さ
れ
た
出
席
者

は
照
れ
な
が
ら
も
同
席
し
た
家
族
へ
の

感
謝
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
交
流

会
で
は
出
席
者
自
ら
が
余
興
を
企
画
。

中
学
時
代
の
映
像
で
懐
か
し
む
中
、
小

中
学
校
の
恩
師
が
サ
プ
ラ
イ
ズ
登
場
し

会
場
が
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
他
、
中
港
勝
町
議
会
議
長
は
、
村

椿
町
長
、
中
村
欣
也
教
育
長
と
と
も
に

｢

マ
サ
ル
バ
ン
ド｣

を
率
い
て
登
場
。
多

く
の
人
に
祝
福
さ
れ
た
新
た
な
門
出
と

な
り
ま
し
た
。

福
祉
・
医
療
・
保
健
・
労
働
分
野
で
、

長
年
社
会
に
貢
献
し
て
き
た
個
人
や
団

体
に
贈
ら
れ
る「
厚
生
労
働
大
臣
表

彰
」。
今
年
度
、
当
麻
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
と
し

て
表
彰
を
受
け
12
月
29
日
、
役
場
町
長

室
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
会
は
昭
和
62
年
３
月
に
設
立
さ

れ
、
38
年
に
わ
た
り
地
域
に
根
ざ
し
た

活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
設
立
当
初

か
ら
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
を
訪

問
し
、
見
守
り
を
行
う「
高
齢
者
慰
問

事
業
」
に
取
り
組
み
、
現
在
は
社
会
福

祉
協
議
会
が
実
施
す
る「
友
愛
訪
問
活

動
」
に
協
力
。
年
２
回
、
約
３
０
０
弱

世
帯
を
民
生
委
員
と
と
も
に
協
力
し
て

訪
問
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
高
齢
者

買
い
物
支
援
事
業
に
お
け
る
利
用
者
の

車
両
乗
降
時
の
見
守
り
、
町
内
の
障
が

い
者
施
設
と
の
交
流
や
窓
ふ
き
な
ど
の

奉
仕
作
業
、
高
齢
者
施
設
で
の
草
取

り
、
過
去
に
は
入
浴
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

幅
広
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て

き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞

に
至
り
ま
し
た
。

現
在
の
会
員
数
は
37
人
。
安
藤
裕
子

会
長
は「
設
立
当
初
か
ら
受
け
継
い
で

き
た
活
動
を
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
」
と
今
後
へ
の
思
い

を
話
し
ま
し
た
。

新
た
な
門
出～

～
二
十
歳
を
祝
う
会

長
年
の
活
動
に
評
価

～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
全
国
表
彰
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タクシー運転手募集
募集企業 (有)HEYタクシー　☎0166-58-8811
雇用形態 正社員
給与 月額185,975円〜
勤務時間 ①8:00〜17:00(7.25時間) ②17:00〜25:15(8時間)
休日 月4〜9日 シフトにより指定する日

勤務内容
当麻町内乗客送迎(旭川方面の乗務もあり)

待遇 交通費支給、各種保険完備、試用期間3ヶ月
応募資格 普通二種免許必須、運行管理者資格あれば尚可
勤務先 当麻町３条西２丁目６-５
応募方法 電話連絡後、面接

ハンドメイド支援員募集
募集企業 ワークプレイスさんれっど　☎0166-76-1753
雇用形態 パート
給与 時給1,108円～

勤務時間 9:30～15:30
休日 土・日（4週8日）

勤務内容
利用者の支援、利用者様と一緒にハンドメイドの制
作・助言

待遇
雇用・労災保険、健康診断、通勤手当、資格手当
（～5,000円）あり

応募資格
要普通免許、ハンドメイド制作・販売経験がある
方、歓迎

勤務先 ワークプレイスさんれっど
応募方法 電話連絡後、履歴書持参のうえ面接

材
料
（
４
人
前
）

・
ゆ
め
ぴ
り
か
…
２
合

・
生
ぎ
ん
な
ん
…
20
個
ほ
ど

・
き
ざ
み
昆
布
…
適
量  

作
り
方

１　

米
を
研
い
で
、
分
量
の
水
を
入
れ

　
　

ま
す
。

　
　

※
少
量
の
酒
や
醤
油
を
い
れ
る
と

　
　
　

風
味
が
増
し
ま
す
。

２　

ぎ
ん
な
ん
は
、
殻
と
薄
皮
を
む
い

　
　

て
お
き
ま
す
。

３　

研
い
だ
お
米
の
上
に
、
ぎ
ん
な
ん

　
　

と
き
ざ
み
昆
布
を
入
れ
、
通
常
通

　
　

り
に
炊
飯
し
ま
す
。

４　

器
に
盛
り
付
け
て
完
成
で
す
。

当
麻
の
美
味
し
い
も
の
31

ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
で
つ
く
る

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
当
麻
町
の
魅
力
を
、
返
礼
品
と
し
て
全
国
の
方
に
届
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
情
報
発
信
戦
略
課
（
☎
８
４-

２
１
１
１
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

米の甘みが際立つ、 贅沢な炊き込みごはん。 もっちりとした米の食感に、
ぎんなんの甘みと昆布の旨味が調和した一皿です。

ぎ
ん
な
ん
ご
は
ん

長谷川農園　ゆめぴりか

丹精込めて育てた「ゆめ
ぴりか」。寒暖差のある
気候と豊かな土壌が生
む、つややかな粒と強い
甘み、もっちりとした食
感が特長。毎日の食卓を
少し贅沢にしてくれる北
海道米です。

■長谷川農園
　当麻町中央１区（84- ２８０５）

Instagram

当麻町４条西３丁目　℡ 84-５４４０

たっちの最新情報はこちら

Instagram

今月の活動内容はこちら

当麻町ホームページ

子育て支援拠点たっちは、 子育て中の皆さんを全力応援！いつでも遊びにきてね！
拠点

求
人  

情
報

町内企業の求人情報をご紹介します。

就業希望の方は直接事業所にご連絡ください。





俳
句

川
柳 習

っ
た
ば
か
り
の
方
も

ぜ
ひ
ご
登
壇
く
だ
さ
い
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上
野
桐き

り
ゅ
う生
ち
ゃ
ん　
（
中　

５･

男･

龍
哉
）

斉
藤
央お

う
せ
い成
ち
ゃ
ん　
（
３
東
３･

男･

健
太
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

小
林　

宣
幸
さ
ん　
（
北　

３
・
71
歳
）

古
瀨　

哲
雄
さ
ん　
（
４
西
３
・
79
歳
）

品
川　

洋
一
さ
ん　
（
宇　

２
・
70
歳
）

兼
子　

秀
幸
さ
ん　
（
宇　

１
・
88
歳
）

瀬
野　

忠
雄
さ
ん　
（
伊　

１
・
94
歳
）

溝
口　

正
治
さ
ん　
（
伊　

１
・
91
歳
）

菅
野
ノ
ブ
子
さ
ん　
（
５
西
４
・
95
歳
）

鈴
木　

芳
子
さ
ん　
（
５
東
３
・
80
歳
）

住
田　

典
路
さ
ん　
（
中　

５
・
84
歳
）

巳
上　

一
夫
さ
ん　
（
北　

２
・
75
歳
）

柳
田　
　

稔
さ
ん　
（
市　

９
・
89
歳
）

室
田　

静
子
さ
ん　
（
北　

１
・
89
歳
）

能
島
ヒ
ロ
子
さ
ん　
（
緑　

１
・
91
歳
）

山
本
和
香
子
さ
ん　
（
３
西
４
・
82
歳
）

森
分　

ミ
エ
さ
ん　
（
６
東
４
・
96
歳
）

朝
倉　

菊
子
さ
ん　
（
５
東
３
・
95
歳
）

前
畑　

つ
ね
さ
ん　
（
伊　

３
・
100
歳
）

石
垣　
　

孝
さ
ん　
（
４
西
３
・
88
歳
）

阿
部
ミ
サ
ヲ
さ
ん　
（
４
西
３
・
96
歳
）

加
藤　

克
弘
さ
ん　
（
４
西
３
・
86
歳
）

楠
木　

勝
美
さ
ん　
（
北　

１
・
83
歳
）

深
谷　

貞
子
さ
ん　
（
中　

７
・
102
歳
）

（
令
和
７
年
12
月
1
日
～
令
和
８
年
１
月
20

日
届
け
出
分
・
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
了
承

い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
）

お
誕
生
お
め
で
と
う
あ
か
ち
ゃ
ん
（
住
所

性
別
・
父
ま
た
は
母
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

香
典
返
し
社
協
へ
ご
寄
付

小
林
ま
す
子
さ
ん　
（
北　

３
）

古
瀨　

章
子
さ
ん　
（
４
西
３
）

兼
子　

周
一
さ
ん　
（
旭
川
市
）

鈴
木　

雅
彦
さ
ん　
（
５
東
３
）

佐
々
木　

一
さ
ん　
（
中　

２
）

住
田　

哲
子
さ
ん　
（
中　

５
）

柳
田　

君
子
さ
ん　
（
４
東
２
）

山
本　

静
男
さ
ん　
（
３
西
４
）

前
畑　

好
子
さ
ん　
（
伊　

３
）

阿
部　

則
芳
さ
ん　
（
旭
川
市
）

加
藤　

暁
子
さ
ん　
（
４
西
３
）

楠
木　

京
子
さ
ん　
（
北　

１
）

深
谷　

洋
仁
さ
ん　
（
中　

７
）

社
会
福
祉
活
動
資
金
と
し
て
社
協
へ

　

㈱
安
川
測
量（
安
川
武
宏
代
表
取
締
役
）

�

５
万
円

ま
ち
づ
く
り
寄
付
金（
ふ
る
さ
と
納
税
）と
し

て
町
に（
12
月
分
）

　

３
１
４
６
人
の
皆
さ
ん
よ
り
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
と
し
て
町
に

　

株
式
会
社
木
本
動
力
工
業
所（
本
田
道
明

代
表
取
締
役
）
様
、
上
山
試
錐
工
業
株
式
会

社（
渡
邉
孝
文
代
表
取
締
役
社
長
）様
、
株
式

会
社
安
井
組（
鶴
岡
久
也
代
表
取
締
役
社

長
）様
よ
り
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

村
々
に
小

こ
も
ん

紋
を
着
せ
て
雪
化
粧�

佐
藤　

忠

病わ
く
ら
ば葉

を
褥

し
と
ね

と
し
て
や
句
碑
の
丘�

秋
葉　

文

豊
ほ
う
じ
ょ
う饒

の
余
韻
残
し
て
根
雪
待
つ�

東
森　

栗
人

初
場
所
四
肢
ふ
ん
だ
ん
に
使
う
な
り�

清
和

　

ア
ル
バ
ム
に
ア
リ
バ
イ
残
し
て
九こ

こ
の
そ
じ

十
路�

た
だ
誌

弘
法
の
歳
だ
け
越
え
て
み
た
も
の
の�

文

大
一
番
懸
賞
金
を
鷲
掴
み�

栗
人

物
価
高
義
理
チ
ョ
コ
廃
止
よ
ろ
し
く
ね

　

櫻
井　

清
和

福
寿
草
雪
の
下
か
ら
告
げ
る
春

小
倉　

正
夫

来
年
も
元
気
で
会
お
う
ね
姉
妹
会

折
坂
眞
理
子

ク
マ
よ
り
も
や
っ
か
い
な
の
は
ア
ラ
イ
グ
マ

林　
　

義
明

食
べ
残
し
ヒ
グ
マ
対
策
し
っ
か
り
と

大
原
と
も
子

ア
キ
ア
カ
ネ
羽
音
震
わ
せ
セ
レ
ナ
ー
デ

佐
々
木
京
子

若
水
で
顔
を
洗
っ
て
雪
は
ね
る

中
辻　
　

明

笑
み
も
ら
う
リ
ス
の
か
け
っ
こ
我
が
庭
で梁

川　

則
子

く
り
返
し
諭
す
言
葉
は
父
の
声

折
坂　

政
廣

ふ
ゆ
休
み
み
ん
な
で
ス
キ
ー
し
た
い
な
あ

伊
井　

え
み
（
小
学
２
年
）

学
ど
う
の
五
七
五
は
楽
し
い
な

石
黒　

あ
い
（
小
学
２
年
）

じ
て
ん
し
ゃ
に
こ
の
ま
え
や
っ
と
の
れ
ま
し
た

岸
山　

聡
甫
（
小
学
２
年
）

と
う
ま
は
ね
や
さ
し
い
人
の
あ
つ
ま
り
だ

藤
井　

綸
花
（
小
学
２
年
）

お
正
月
百
人
一
首
な
ら
っ
た
よ

佐
藤　
　

光
（
小
学
３
年
）

お
年
玉
み
ん
な
に
い
っ
ぱ
い
も
ら
い
た
い

村
岡　
　

晴
（
小
学
３
年
）

１
月
は
お
父
さ
ん
の
ね
誕
生
会

村
田　

陽
菜
（
小
学
３
年
）

冬
休
み
ド
リ
ル
終
わ
っ
て
す
っ
き
り
だ

渡
部　

翔
平
（
小
学
３
年
）

も
う
す
ぐ
で
５
年
生
だ
よ
楽
し
み
だ

坂
本　
　

渉
（
小
学
４
年
）

火
曜
日
は
ダ
ン
ス
が
あ
っ
て
楽
し
み
だ

佐
藤　

未
來
（
小
学
４
年
）

月
曜
の
ふ
り
か
え
休
日
楽
し
い
な

藤
井　

恭
花
（
小
学
４
年
）

も
う
す
ぐ
で
新
学
期
だ
よ
楽
し
み
だ

盛
内　
　

凜
（
小
学
４
年
）

学
ど
う
は
楽
し
い
も
の
が
い
っ
ぱ
い
だ

吉
田　

華
音
（
小
学
４
年
）

卓
球
の
ラ
ケ
ッ
ト
あ
せ
で
べ
た
べ
た
だ

大
友　

菜
々
（
小
学
５
年
）

も
う
す
ぐ
だ
雪
が
つ
も
っ
て
雪
あ
そ
び

末
永　
　

楓
（
小
学
５
年
）

寒
い
よ
ね
で
も
あ
た
た
ま
ろ
温
泉
で

高
沢　

奈
々
（
小
学
５
年
）

ス
キ
ー
で
ね
す
べ
る
の
が
好
き
楽
し
み
だ

田
中　
　

柚
（
小
学
５
年
）

雪
だ
る
ま
に
ん
じ
ん
つ
け
る
木
の
ぼ
う
も

本
間　

み
う
（
小
学
５
年
）

当
麻
は
ね
い
い
人
ば
か
り
や
さ
し
い
よ

寺
西　
　

葵
（
小
学
６
年
）

キ
ラ
キ
ラ
と
雪
の
け
っ
し
ょ
う
き
れ
い
だ
な

射
場　
　

悠
（
中
学
１
年
）

楽
し
み
な
ス
キ
ー
の
季
節
や
っ
て
来
た

公
平　

彩
葉
（
中
学
２
年
）

ど
こ
見
て
も
あ
た
り
一
面
銀
世
界

佐
々
木
ひ
な
た
（
中
学
２
年
）

も
ち
ま
き
で
ル
ー
ル
守
れ
ぬ
大
人
た
ち

後
藤　

琉
生
（
高
校
１
年
）

学
校
の
五
時
間
帰
り
う
れ
し
い
な

小
林　

史
佳
（
高
校
１
年
）

と
あ
る
池
自
作
の
釣
竿
こ
い
を
釣
る

若
松　

稜
太
（
高
校
１
年
）
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●農業関係について
水稲につきましては上川農業改良普及センターに
よりますと、成熟期は平年より９日ほど早く登熟が進
んだため、仕上がりも平年対比で８日ほど早くなりま
した。収穫作業は断続的な降雨や倒伏による作業の遅
延がありましたが、平年対比で５日早く終了しました。
収量は北海道農政事務所発表の上川管内作況単収指数
は｢96｣ となり、当麻町においては気温が高く経過し
たため生育期間が短くなったことにより、平年よりや
や少ない収量となりました。品質は登熟期間の気温が
高く経過したため昨年よりタンパクが高く、夏期の高
温で白未熟粒や胴割れ粒の発生が懸念されましたが、
おおむね良好でありました。11月末現在、当麻町全
体で約17万9,000俵が集荷され、うち主食用米が約
16万俵、飼料用米・加工用米・輸出用米は合わせて
約１万9,000俵となっております。
続きまして、そ菜・花きの状況でありますが、当麻
農協によりますとそ菜全体の販売額は前年対比99％
の14億8,100万円となりました。キュウリについては
作付面積の減少により、出荷量が前年対比96％の約
2,600トンとなりましたが、販売額は高単価で推移し
前年対比99％の約８億6,500万円と、３年連続で８億
円を達成されました。ミニトマトについては出荷量は
前年対比91％の約490トン、販売額は前年対比96％
の約３億9,100万円となりました。花きにおきまして
は全体の販売額は前年対比65％の約9,800万円となり
ました。菊類については販売額で前年対比57％の約
5,400万円、カーネーションは前年対比53％の約900
万円で、作付面積の減少と全国的に盆需要時期の需要
を満たしていたことから、価格面では低単価で推移し
たことが影響しました。花き全体の平均単価について
も、低単価で推移したとのことであります。
次に経営所得安定対策交付金について、ご報告申し
上げます。水田での転作に対して交付される水田活用
の直接支払交付金は、産地交付金などと合わせて約
３億8,000万円、畑作物の直接支払交付金が約7,900万

円合計４億6,100万円ほどが年内に生産者の指定口座に
振り込まれる見込みであります。また大豆などの一部の
数量払いにつきましては交付額は未定でありますが、３
月までに交付される見込みであります。畑地化促進事業
でございますが今年は８月１日に４名の方が採択され、
支援金につきましては令和５年度～７年度採択者分が約
6,900万円で年内には採択者へ交付される予定でござい
ます。
●観光施設の利用状況について
本年度の観光施設については、全体の入り込み客数
は７万4,475人、前年対比89.1％と大きく減少しまし
た。鍾乳洞については利用者数１万9,990人で前年対
比90.1％に減少、また今年度大量発生した蛾の影響
から当麻山の麓に位置するフィールドアスレチックは
利用者数8,321人で前年対比66.1％、くるみなの庭が
4,546人で前年対比54.9％と大きく減少しています。
なおキャンプ場についても、テントの宿泊数が減少し
ていますが、ファミリー層に人気があるログハウスな
どは平年並みとなっています。パークゴルフ場につい
てはコース管理業者が変更となり芝の改善を試みまし
たが十分な回復には至らず、さらにはパークゴルフ人
口の減少もあり利用者数3,198人、前年対比58.8％と
減少しています。各スポーツ施設は大会会場や練習場
として人気があり、野球場、グリーンヒル運動場につ
いては昨年度よりも増加しましたが、テニスコートつ
いては昨年度と比較し若干の減少となりました。昆虫
館については地域おこし協力隊として活動してきた白
木氏が今年度から指定管理者となり、経験と知識を生
かした積極的な運営から、利用者数9,874人、前年対
比106.4％と過去最高入込数を今年度も更新すること
となりました。
●町内建設工事の状況について
令和７年度実施予定工事の12月１日現在の発注率
は、100％で、発注済み工事の進度率は約84％となっ
ており、計画どおり順調に進んでおります。

町
長
行
政
報
告

12
月
12
日 
第
４
回
定
例
町
議
会

気象の警報が大きく変わります
　気象庁では令和８年５月下旬から、従来の気象警報・注意報などを改善し、新しい防災気象
情報の運用を開始します。その目的は“誰でも避難の判断がしやすくなること”です。今回の改善
により、避難行動に対応した｢警戒レベル( ５段階)」に合わせて情報を整理し、情報名称にもレベルを明記し
ます。大雨の場合では、警戒レベル４相当で｢レベル４大雨危険警報｣、警戒レベル３相当で｢レベル３大雨警
報｣という名称となります。市町村から警戒レベル４の避難指示などが発令されたら、速やかに避難行動をとっ
てください。また避難指示などが発令されていなくても、警戒レベル４や警戒レベル３に相当する防災気象
情報が気象台から発表された際には、河川の水位情報や気象庁の｢キキクル｣ などを参考にして、自ら避難を
判断してください。詳細は｢新たな防災気象情報｣で検索してください。

●詳しくは…　旭川地方気象台（☎32－７１０２） ◀�新たな防災気象情報についてはこちら
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●ヘルプマークを身につけた方を見かけたら
　外見では健康に見えても疲れやすかったり、立ち上
がる、歩くなどの動作を困難とされている方がいます。
困っているようであれば声をかけたり、思いやりのあ
る行動をお願いします。
� 次号へつづきます

� 新 刊 書
うらぎり長屋� 高瀬　乃一
かえる生活� 群　ようこ
グロリアソサエテ� 朝井まかて
ここにいるよ� 真山　　仁
猿� 京極　夏彦
じゃあ、これは殺人ってことで� 東川　篤哉
成瀬は都を駆け抜ける� 宮島　未奈
初雪� 柴田よしき
晴れの日の木馬たち� 原田　マハ
ブーズたち鳥たちわたしたち� 江國　香織
武家女人記� 砂原浩太朗
分裂蜂起� 佐々木　譲
魔法律学校の麗人執事　３� 新川　帆立
ルーカスのいうとおり� 阿津川辰海

� 新刊児童図書
隠れ最強動物図鑑� 今泉　忠明
どらごんごんどら� たちばな はるか
ノラネコぐんだんはるなつあきふゆ�工藤ノリコ
MINECRAFTゾンビ使いあらわる！�エリオポラス
わたしとわたし� 五味　太郎

　創業から百十余年。縮
小していく染物業界で
トップをひた走る旭川の
老舗・水野染工場は何を
守り、何を変えていった
のか。四代目社長がその
使命と信念、苦境の時代
に会社を存続させるため
の経営法を綴る。

令和７年当麻町立図書館の人気図書
　当麻町立図書館年間貸出回数ベスト５の図書を紹介します。令和７

年１月６日～ 12月30日の間で貸出回数の多かった図書ベスト５は次の

とおりです。館内では特設コーナーを設け、ベスト100を展示中です。

順位 タイトル 著者名
第１位 昇華 今野　敏
第１位 カフネ 阿部　暁子
第１位 月収 原田　ひ香
第４位 任俠梵鐘 今野　敏
第５位 ありか 瀬尾　まい子

職員おすすめの
1冊を紹介

『北の大地の染物語』
� 水野　弘敏

『ヘルプマーク』を知っていますか？
　援助や配慮を必要としている方が、周囲に配慮を必要
としていることを知らせることで、援助を
得やすくなるよう作成されたマークです。
●対象
見た目ではわかりにくいけれど、援助や配慮が必要な方
・義足や人工関節を使用している方
・内部障がいや難病の方
・妊娠初期の方　など

だれもが暮らしやすい地域づくり研修会　～知ってほしい地域のこと ! つながること。～

　親亡きあとの問題や高齢化、困窮など、課題は多様化、複雑化しています。今回の研修では地域の相談
機関の事例を通して、障がいのことだけではなく、暮らしやすい地域について考えていきます。
●日時　３月４日（水）午後１時30分～午後３時　　　　　　
●会場　公民館まとまーる
当日は上川保健所や当麻町社会福祉協議会からもお話があります。お気軽にご参加ください。

図書館ホームページ当麻町立図書館（☎84－２５６６）
休館日　　�毎週月曜日／年末年始／図書整理期間�

祝祭日（11／３を除く）
開館時間　９時30分～17時15分（木曜日は11時～19時）

上川中部基幹相談支援センター
当麻町３条東２丁目11番１号(当麻町役場内)
☎84－２１１１　FAX84－７３３３
【虐待防止センター専用電話】
☎84－７２２２　※24時間対応

きたよんホームページ



15

令和８年５月から、引っ越しなどにより新
たに電気を使用する場合、 ほくでんネット
ワークによる電力量計（メーター）の通電作業
が必要となります。

希望する日から電気を使用するためには、
契約を希望する電力会社を通じて、事前に手
続きを行う必要があります。

電気の使用が決まりましたら、早めの手続
きをお願いします。
●詳しくは…　北海道電力ネットワーク（株）
道北統括支店業務部お客さまサービスグルー
プ（☎0120－06－0124　ガイダンス５）

ほ 

く
で
ん
か
ら
の
お
知
ら
せ

確定申告の受付期間は、 ２月16日から３
月16日までです。 パソコンやお手持ちのス
マートフォンからの申告も可能です。詳しく
は、QRコードからご確認ください。
●申告会場
イオンモール旭川駅前４階（宮下通７）
●受付時間
午前９時～午後４時（土・日・祝日を除く）
●留意点
・自宅などで作成した申告書は、郵送などで
提出してください（会場では提出できません）
・入場には整理券が必要です（当日会場で配
付しています。オンラインで事前発行するこ
ともできます）
●詳しくは…　旭川東税務署（☎23－６２９１）

忙しくて金融機関の窓口やコンビニエンス
ストアで支払う時間がないという方は、 便利 
な口座振替をご利用ください。 前納するこ
とで保険料が割り引きされる制度もあります。
●口座振替早割　月々の保険料を口座振替の
早割（納付期限より１カ月早く口座振替）で納
付すると年間720円（月額60円）が割り引きと
なります。
●口座振替前納割引制度　一定期間分をまと
めて前払い（前納）すると割り引きされます。
・６カ月分前納…1,190円割引
・年分前納…4,400円割引
・２年分前納…17,010円割引
●申込方法　預貯金口座をお持ちの金融機
関、または年金事務所へ「国民年金保険料口
座振替納付（変更）申出書」を提出してください。
※口座振替前納の申し込みは２月末まで
●クレジットカード納付　「クレジットカー
ド納付（変更）申出書」を年金事務所に提出し
てください。前納額は現金払いの前納と同額
です。
・６カ月前納…850円割引
・１年前納…3,730円割引
・２年前納…15,670円割引
※割引額は令和７年度の額です。
●詳しくは…
・ねんきんダイヤル（☎0570－05－1165）
・旭川年金事務所（☎25－５６０６）
国民年金の届け出を忘れずに行い、国民年金
保険料は納期限内に納めましょう。

確 

定
申
告

国 

民
年
金
前
納
割
引
制
度

【火災】

12月合計 ０件
令和７年累計 ３件

【救急】（　）内は搬送人数

12月

急病   19件（  17人）
一般負傷   ２件（  ２人）
交通   ４件（  ３人）
その他   ０件（  ０人）
合計   25件（  22人）

令和７年累計 359件（324人）

【交通事故】
人身 ２件
物損 30件
死者 ０人
傷者 ２人

北海道内の死者数 129人

火 

災
・
救
急
出
動
状
況

【火災】

１月合計 ０件
令和８年累計 ０件

【救急】（　）内は搬送人数

１月

急病   27件（  24人）
一般負傷   ５件（  ４人）
交通   ２件（  ２人）
その他   ０件（  ０人）
合計   34件（  30人）

令和８年累計   34件（  30人）

【交通事故】

人身 ２件
物損 16件
死者 ０人
傷者 ２人

北海道内の死者数 ３人

火 

災
・
救
急
出
動
状
況
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大雪消防組合当麻消防署

ストーブの輻射熱に注意
　石油・電気ストーブなどの暖房器具は輻射熱を発し、部屋を暖めてくれます。
この輻射熱は熱源に近いほど高温で、熱源に触れていなくても紙や布団・洗濯物など燃
えやすいものを発火させる危険性があります。暖房器具の近くには燃えやすいものを置
かず、暖をとる場合でも近づき過ぎないよう気をつけましょう！

消防署の活動や防火・防災などの情報を
発信しています。是非フォローしてください！

　
●詳しくは…　当麻消防署（84－２１３５）

　町では在宅で酸素療法などを受けている方
に、酸素濃縮器などの電気料金の一部を助成
しています。
●助成対象者　当麻町に居住し、かつ住民登
録をしている方で、在宅で在宅酸素療法また
は人工呼吸療法を受けていて、町税の滞納が
ない方
●助成金額　令和７年１月～ 12月に使用し
た酸素濃縮器および人工呼吸器の１日当たり
の使用時間が
　12時間未満の場合は1,000円／月
　12時間以上の場合は2,000円／月
●申請　２月27日（金）までに保健福祉課福
祉係へ申請をしてください。なお申請には医
師の証明書が必要になります。
●詳しくは　保 健 福 祉 課 福 祉 係（ ☎84－
２１１１内線174）

当麻町畜犬取締及び野犬掃とう条例に基づ
く野犬掃とうを、 ４月１日から９月30日ま
で行います。野犬掃とうは、野良犬や浮浪犬
による人などへの被害を防ぐために実施する
ものです。期間中、町民の皆さんが飼われて
いる犬が捕獲されないようにつないでおいて
ください。ご理解とご協力をお願いします。
●詳しくは…　税務住民課環境生活係（☎84
－２１１１内線132）

収集場所に「粗大ごみ」を運べない世帯を対
象に、年間２回まで戸別収集を行います。
●対象世帯
・60歳以上の方のみの高齢者世帯
・身体に障がいがある世帯
●注意
・軽トラックなど運搬車両がある世帯は対象
となりません
・利用には申し込みが必要です
●対象期間　認定日から翌年３月31日まで
●詳しくは…　税務住民課環境生活係（☎84
－２１１１内線132）
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令和７年度分がん検診の料金助成は３月
31日まで※です。

詳しくは広報紙４月号と同時配布してい
る、「令和７年度当麻町各種健（検）診ガイド」
をご覧いただくか、役場保健福祉課健康推進
係にお問い合わせください。

検診の種類 対象者
胃がん検診

30歳以上の方肺がん検診
大腸がん検診
子宮がん検診
（2年に1回）

20歳以上の女性

乳がん検診
（2年に1回）

40歳以上の女性

前立腺がん検診 50歳以上の男性

※一部の年齢の方へ配布している「がん検診
無料クーポン券」の使用期限は２月末です。
ご注意ください。
●詳しくは…　保健福祉課健康推進係（☎84－
２１１１内線185）

が 

ん
検
診

Facebook　　　Instagram

大雪消防組合当麻消防署
当麻消防署公式ＳＮＳ
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●詳しくは… 当麻町地域包括支援センター 保健福祉課介護係（☎84-２１１１）

●●ととううままリリハハビビリリ体体操操指指導導士士ととはは？？

・30 時間の研修を修了し、リハビリ体

ととううままリリハハビビリリ体体操操指指導導士士養養成成講講習習会会  11 期期生生卒卒業業！！  

令和 7 年度の講習会で 24 人の指導士さんが誕生しました！ 

●日日時時 ２～３月の毎週木曜日

午後 1 時 30 分～3 時まで 

※4 月以降については、あらためてお知らせします

●場場所所 農村環境改善センター 大広間

●参参加加方方法法 誰でもいつでも参加可能。

お申し込みは必要ありません。 

リハビリ体操指導士さんがやさしく体操を教えてくれます。

肩こりや腰痛予防、転倒予防、日常生活動作の負担を軽くする効果が期待できる体操を

30～60 分程度実施します。 

参加しませんか？

 操と、体操に関わる解剖学や運動学など

体の仕組みの知識を持ち、正しく安全に

 体操を指導できる資格保有者です。 

 ・講習会で学んだリハビリ体操の普及を

通じて、地域の介護予防を推進します。 

とうまリハビリ体操教室「楽楽(らくらく)」 に

と
う
ま
リ
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●詳しくは… 当麻町地域包括支援センター 保健福祉課介護係（☎84-２１１１）

●●ととううままリリハハビビリリ体体操操指指導導士士ととはは？？

・30 時間の研修を修了し、リハビリ体

ととううままリリハハビビリリ体体操操指指導導士士養養成成講講習習会会  11 期期生生卒卒業業！！  

令和 7 年度の講習会で 24 人の指導士さんが誕生しました！ 

●日日時時 ２～３月の毎週木曜日

午後 1 時 30 分～3 時まで 

※4 月以降については、あらためてお知らせします

●場場所所 農村環境改善センター 大広間

●参参加加方方法法 誰でもいつでも参加可能。

お申し込みは必要ありません。 

リハビリ体操指導士さんがやさしく体操を教えてくれます。

肩こりや腰痛予防、転倒予防、日常生活動作の負担を軽くする効果が期待できる体操を

30～60 分程度実施します。 

参加しませんか？

 操と、体操に関わる解剖学や運動学など

体の仕組みの知識を持ち、正しく安全に

 体操を指導できる資格保有者です。 

 ・講習会で学んだリハビリ体操の普及を

通じて、地域の介護予防を推進します。 

とうまリハビリ体操教室「楽楽(らくらく)」 に
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血液中のブドウ糖（血糖）が増えないようにするためには、「食事」と「運動」による生活改善を主体とした
治療に加えて、「薬」による治療を組み合わせることがあります。

＜薬物療法を行う上で気をつけること＞
☑主治医の指示通りに内服する　飲み忘れなどで残薬がある場合は、主治医や薬剤師に相談しましょう。
☑自己判断で治療を中断しない　血糖コントロールの悪化や糖尿病合併症の進展など、とても危険です。
☑低血糖への対策をする　どのような症状が出るか確認しておく、ブドウ糖を携帯するなど。
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法律に基づき、自衛官募集対象者の名簿を
自衛隊に提供しています。提供を希望しない
方は、４月10日（金）までに、「募集対象者情
報提供の除外申請書」の提出をお願いします。
●募集対象者
・平成16年４月２日から平成17年４月１日
生まれの方
・平成20年４月２日から平成21年４月１日
生まれの方
●提供する情報
・氏名、住所、性別、生年月日
詳しくは当麻町ホームページをご覧ください。
● 詳 し く は …　 総 務 課 防 災 係（ ☎84－
２１１１内線113）
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毎年、屋根などから落ちる雪や氷による死
傷事故が多発しています。事故防止のため、
次のことにご注意ください。
●雪止めが老朽化していないか確認
雪が降る前に確認し、破損の場合は早急に修
繕をしてください。
●落氷雪を防止するために
必ず複数人で行い、早めの除雪を心掛ける。
●雪が落ちたらすぐに除去
周囲に負傷者がいないかを確認し、歩行者の
通行の邪魔にならないように除去。
●軒下や道路で子どもを遊ばせない
通行時にも軒下は要注意。
●ビルの壁や看板など、高い建物からの落氷
雪は少量でも危険であることを知る
付着した氷雪は早めに除去を。
●詳しくは…　旭川開発建設部公物管理課

（☎32－１４９８）
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健康に関することなど、ご相談がありましたらお気軽にご連絡ください。
●詳しくは…　保健福祉課健康推進係　（☎84－２１１１内線189）

 血液中のブドウ糖（血糖）が増えないようにするためには、「食事」と「運動」による生活改善を主体とし

た治療に加えて、「薬」による治療を組み合わせることがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜薬物療法を行う上で気をつけること＞ 

☑主主治治医医のの指指示示通通りりにに内内服服すするる  飲み忘れなどで残薬がある場合は、主治医や薬剤師に相談しましょう。 

☑自自己己判判断断でで治治療療をを中中断断ししなないい  血糖コントロールの悪化や糖尿病合併症の進展など、とても危険です。 

☑低低血血糖糖へへのの対対策策ををすするる  どのような症状が出るか確認しておく、ブドウ糖を携帯するなど。 

 

基本は「「食食事事療療法法」」＋「「運運動動療療法法」」による生活改善 

       

 

 

「食事療法」「運動療法」＋「「薬薬物物療療法法」」を開始 

 

広報 ２月号：薬による血糖コントロールについて 

血糖が十分にコントロールできない 

状態だったら… 

※食事・運動のポイントについては、 

『我が郷土』11 月号、新春号を 

ご覧ください。 

 

【飲み薬】 

・インスリンの働きを良くする薬 

・インスリン分泌を促す薬 

・糖の吸収や排泄を調節する薬 

【注射薬】 

・インスリン分泌を促す薬 

・インスリンを補充する薬 

健康に関することなど、ご相談がありましたらお気軽にご連絡ください。 

●詳しくは… 保健福祉課健康推進係（☎84－２１１１内線 189） 

【自衛官募集中】　・役場総務課防災係（☎84-2111）　　・自衛隊旭川地方協力本部旭川地区隊（☎54-5617）

その一歩が、未来を変える。
「人の役に立ちたい」 「チームで動きたい」　──そんな想いを持つあなたへ。

自衛隊での経験は、 未来の自分を大きく変えるきっかけになります。
詳しくはコチラ↓
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2
10

3
21

日 月 火 水 木 金 土
10 11 12 13 14
・・広報「我が郷土」発行日
・・運動器具開放日
保セ９:0０～１１:3０

・・屋内遊技場の開放
保セ１０:００～１8:００

・・運動器具開放日
保セ９:0０～１１:3０

・・国民年金・厚生年金支給日・・屋内遊技場の開放
保セ１０:００～１8:００

15 16 17 18 19 20 21
・・道民家庭の日
・・ウインタースポーツフェスティバル
・・道民交通安全の日
・・屋内遊技場の開放
保セ１０:００～１8:００

・・声かけあいさつ運動の日 ・・運動器具開放日
保セ９:0０～１１:3０

・・イチイ学園開設日
・・町立診療所午後休診

・・運動器具開放日
保セ９:0０～１１:3０

・・屋内遊技場の開放
保セ１０:００～１8:００

22 23 24 25 26 27 28
・・屋内遊技場の開放
保セ１０:００～１8:００

・・町民交通安全の日
・・屋内遊技場の開放
保セ１０:００～１8:００

・・運動器具開放日
保セ９:0０～１１:3０

・・上下水道使用料納入期限
・・町立診療所午後休診
・・ふれあいサロン開設日
・・心配ごと相談日

・・運動器具開放日
保セ９:0０～１１:3０

・・屋内遊技場の開放
保セ１０:００～１8:００

1 2 3 4 5 6 7
・・屋内遊技場の開放
保セ１０:００～１8:００

・・声かけあいさつ運動の日
・・町税第４期納期限
・・国民健康保険税第８期納期限
・・介護保険料第８期納期限
・・後期高齢者医療保険料第８期納期限

・・運動器具開放日
保セ９:0０～１１:3０

・・町立診療所午後休診 ・・運動器具開放日
保セ９:0０～１１:3０

・・乳児、1歳6か月児健診
保セ１３:００～

・・屋内遊技場の開放
保セ１０:００～１8:００

8 9 10 11 12 13 14
・・屋内遊技場の開放
保セ１０:００～１8:００

・・広報「我が郷土」発行日
・・運動器具開放日
保セ９:0０～１１:3０

・・町立診療所午後休診
・・ふれあいサロン開設日

・・運動器具開放日
保セ９:0０～１１:3０

・・当麻中学校卒業式・・当麻幼稚園修了証書授与式
・・当麻保育園卒園式
・・屋内遊技場の開放
保セ１０:００～１8:００

15 16 17 18 19 20 21
・・宇園別小学校卒業式
・・宇園別小学校閉校式
・・道民家庭の日
・・道民交通安全の日
・・屋内遊技場の開放
保セ１０:００～１8:００

・・声かけあいさつ運動の日 ・・運動器具開放日
保セ９:0０～１１:3０

・・イチイ学園開設日
・・町立診療所午後休診

・・当麻小学校卒業式
・・運動器具開放日
保セ９:0０～１１:3０

・・チャイルドハウス卒園式
・・屋内遊技場の開放
保セ１０:００～１8:００

・・屋内遊技場の開放
保セ１０:００～１8:００

保セ 保健福祉センター
町立診療所受付時間　※水曜日は午後休診、土日・祝祭日は休診
　【午前】月～金曜日　　　　　　午前８時30分～ 11時30分　
　【午後】月・火・木・金曜日　　午後１時～５時30分

困った時の困

いずれも相談は無料。秘密はかたく守ります。

内容 日時 場所 事前予約 申込・問い合わせ先

生活・仕事
相談会

相談員による生活や仕事
の相談

２月19日（木）
13:00 ～ 14:50 公民館まとまーる 必要

自 立 支 援 事 業 所「 か み か わ 
生 活 安 心 セ ン タ ー」（ ☎ 38-
８８００　FAX33- ００２１）

●町職員退職者
　・對馬　雅敏（社会教育課）
　・慶本　春日（会計課）
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林
業
を
デ
ジ
タ
ル
で

～
林
業
三
者
協
定
締
結

12
月
１
日
、
役
場
町
長
室
で
当
麻
町

と
当
麻
町
森
林
組
合（
小
川
原
和
久
組

合
長
）、
株
式
会
社
テ
ミ
ク
ス
・
グ
リ
ー

ン（
古
森
茂
幹
代
表
取
締
役
）
の
３
者

が
、
林
政
・
林
業
Ｄ
Ｘ
の
実
現
に
向
け

た
連
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま 

し
た
。

本
協
定
は
、林
業
分
野
で
の
Ｄ
Ｘ（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
を
推
進
す
る
も
の
で
、
作
業
計
画

や
管
理
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
行
う
こ
と

で
、
森
林
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
、
コ

ス
ト
削
減
・
省
力
化
を
通
し
て
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
を
目
指
し
ま
す
。

今
後
、
３
者
は
協
定
に
基
づ
い
て
、

林
政
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
に
よ
る
効

果
検
証
や
改
善
提
案
を
行
い
、
さ
ら
な

る
林
業
Ｄ
Ｘ
の
高
度
化
に
取
り
組
む
予

定
で
す
。

町
産
木
材
活
用
が
評
価

～
北
海
道
ウ
ッ
ド
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
登
録

建
築
物
に
よ
る
道
産
木
材
の
魅
力
と

認
知
度
の
向
上
を
目
的
に
北
海
道
が
認

証
す
る「
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ　

Ｗ
Ｏ

Ｏ
Ｄ　

Ｂ
Ｕ
Ｉ
Ｌ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｇ（
北
海
道

ウ
ッ
ド
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
）」登
録
制
度
。

構
造
材
・
内
装
材
・
外
装
材
の
い
ず
れ

か
に
道
産
木
材
製
品
を
使
用
す
る
な
ど

の
基
準
を
満
た
し
、
か
つ
Ｐ
Ｒ
効
果
が

高
い
建
築
物
が
登
録
さ
れ
ま
す
。現
在
、

全
道
で
１
１
６
施
設
が
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
昨
年
10
月
１
日
付
け
で
、
役

場
庁
舎
・
防
災
備
蓄
倉
庫
と
く
る
み
な

の
木
遊
館
が
登
録
を
受
け
ま
し
た
。

12
月
10
日
、
当
麻
町
役
場
議
事
堂
で

登
録
証
の
交
付
式
を
挙
行
。
上
川
総
合

振
興
局
嶋
田
貴
洋
局
長
か
ら
登
録
証
を

受
け
取
っ
た
村
椿
哲
朗
町
長
は
、「
循

環
型
林
業
を
進
め
る
当
麻
を
代
表
す
る

建
築
物
が
選
ば
れ
嬉
し
い
」
と
笑
顔
で

話
し
ま
し
た
。

お
い
し
い
米
を
目
指
し
て

～
㈱
舟
山
農
産
が
優
秀
金
賞
受
賞

11
月
29
日
に
山
形
県
庄
内
町
で
開
催

さ
れ
た「
あ
な
た
が
選
ぶ
日
本
一
お
い

し
い
米
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
㈱
舟
山
農

産（
中
央
３
区
）の「
き
た
く
り
ん
」が
、

優
秀
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

“
亀
ノ
尾
“
発
祥
の
地
で
あ
る
庄
内

町
が
主
催
し
、
食
味
官
能
試
験
の
み
で

順
位
を
決
定
す
る
も
の
で
、
全
国

５
０
０
以
上
の
応
募
か
ら
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
品
種
の
み
が
決
勝
戦
に
進
出
し

ま
す
。
舟
山
農
産
は
品
種
登
録
15
年
以

内
の
米
を
対
象
と
し
た「
ネ
ク
ス
ト
部

門
」
に
出
品
。
昨
年
に
続
く
２
度
目
の

挑
戦
で
、
見
事
優
秀
金
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
当
麻
町
が
行
う
食
育
事
業｢

田

ん
ぼ
の
学
校｣

校
長
で
も
あ
る
代
表
の

舟
山
賢
治
さ
ん
。「
学
校
給
食
で
当
麻

の
子
ど
も
た
ち
が
食
べ
て
い
る
品
種
で

受
賞
で
き
て
う
れ
し
い
。
日
本
一
を
目

指
し
て
挑
戦
を
続
け
た
い
」
と
喜
び
を

語
り
ま
し
た
。

美
味
し
い
お
米
が
で
き
る
ま
で

～
田
ん
ぼ
の
教
室

　
田
植
え
や
稲
刈
り
、
生
き
物
観
察
な

ど
を
通
し
て
農
業
を
学
ぶ「
田
ん
ぼ
の

教
室
」(

当
麻
土
地
改
良
区
主
催)

。
12

月
18
日
、
当
麻
小
学
校
音
楽
室
で
５
年

生
を
対
象
に
、
１
年
の
ま
と
め
授
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
当
麻
町
の
食
育
事
業
“
田
ん

ぼ
の
学
校
”
校
長
で
町
内
農
家
の
舟
山

賢
治
さ
ん
。
子
ど
も
た
ち
は
昔
の
手
作

業
に
よ
る
収
穫
の
様
子
を
写
真
や
動
画

で
見
た
後
、
実
際
に
籾
摺
り
機
や
精
米

機
に
籾
を
通
し
、
白
米
に
な
る
ま
で
の

工
程
を
体
験
。「
籾
っ
て
ふ
わ
ふ
わ
」「
ぬ

か
漬
け
の
に
お
い
が
す
る
」
な
ど
歓
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

｢

お
米
マ
イ
ス
タ
ー｣

の
資
格
を
持
つ

舟
山
さ
ん
は
、
品
種
や
食
料
自
給
率
に

つ
い
て
も
説
明
し
最
後
に
、
自
身
が
用

意
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
お
米
マ
イ
ス
タ
ー
認

証
シ
ー
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。「
こ
れ
か

ら
も
、
毎
日
食
べ
て
い
る
お
米
に
興
味

を
持
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。
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安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
の
た
め
に

～
当
麻
駐
在
所
新
築
移
転

旭
川
東
警
察
署
当
麻
駐
在
所
が
、
当

麻
郵
便
局
横（
４
南
３
）に
新
築
移
転
し

ま
し
た
。

旧
駐
在
所（
平
成
５
年
建
築
）の
老
朽

化
に
伴
い
新
築
さ
れ
た
新
駐
在
所
は
町

産
の
カ
ラ
マ
ツ
材
な
ど
を
活
用
。
環
境

に
配
慮
し
た
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
新
築
と
併
せ
て
、
市
街
中
心
部

に
移
転
。
旭
川
東
警
察
署 

老
浪
和
也

署
長
は「
よ
り
一
層
地
域
の
安
全
を
見

守
る
拠
点
と
し
て
尽
力
し
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。
ま
た
廣
瀨
祐
司 

当
麻
駐

在
所
長
は「
気
持
ち
が
引
き
締
ま
る
と

同
時
に
大
き
な
喜
び
。
治
安
維
持
に
全

力
で
取
り
組
み
た
い
」
と
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。
新
駐
在
所
は
12
月
24
日

か
ら
稼
働
し
て
い
ま
す
。

木
育
推
進
が
評
価

～
森
と
人
を
育
て
る
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

道
民
全
体
で
森
林
づ
く
り
を
支
え
る

機
運
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ

て
い
る｢

森
と
人
を
育
て
る
コ
ン
ク
ー

ル｣

で
、
㈱
と
う
ま
振
興
公
社
が
団
体

部
門
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

当
麻
町
の
木
育
推
進
の
た
め
に
独
自

で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
同

社
。
12
月
18
日
に
当
麻
町
役
場
町
長
室

で
行
わ
れ
た
伝
達
式
に
は
石
黒
康
太
郎

社
長
と
、
連
携
事
業
者
の
合
同
会
社

フ
ィ
ー
ル
ド
ギ
フ
ト 

原
弘
治
代
表（
と

も
に
北
海
道
認
定
木
育
マ
イ
ス
タ
ー
）

が
出
席
。
上
川
振
興
局　

重
岡
千
里 

地
域
産
業
担
当
部
長
か
ら
賞
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
石
黒
社
長
は「
当
麻
町

は
人
材
と
地
域
の
理
解
に
恵
ま
れ
て
お

り
、
今
回
の
受
賞
は
地
域
全
体
で
い
た

だ
い
た
賞
だ
と
感
じ
て
い
る
」
と
笑
顔

で
話
し
ま
し
た
。

本
を
贈
っ
て
41
年
目

～
当
麻
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
図
書
贈
呈

12
月
23
日
、
当
麻
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ（
長
谷
川
浩
保
会
長
）が
町
立
図
書
館

に
児
童
書
42
冊（
計
7
万
円
相
当
）を
寄

贈
し
ま
し
た
。
青
少
年
の
健
全
育
成
を

目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
児
童
書
の

寄
贈
も
、
今
年
で
41
年
目
。
こ
れ
ま
で

贈
呈
さ
れ
た
蔵
書
数
は
４
，
３
２
４
冊

に
及
び
ま
す
。
長
谷
川
会
長
は
、「
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
社
会
貢
献
の
た

め
の
組
織
。
今
後
も
体
力
が
続
く
限
り

寄
贈
し
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

町
立
図
書
館
で
は
、
寄
贈
図
書
の
特

設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
利
用
者
へ
の

Ｐ
Ｒ
と
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詐
欺
に
気
を
付
け
て
！

～
宇
小
児
童
が
詐
欺
防
止
を
啓
発

　
12
月
22
日
、
宇
園
別
郵
便
局
で
、
宇

園
別
小
学
校（
南　

信
重
校
長
）の
児
童

が
作
成
し
た
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
ポ
ス

タ
ー
の
掲
示
と
啓
発
グ
ッ
ズ
の
配
布
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

旭
川
東
警
察
署
宇
園
別
駐
在
所
が
行

う
犯
罪
被
害
防
止
の
啓
発
活
動
に
全
校

児
童
５
人
が
協
力
し
た
も
の
。
工
夫
を

こ
ら
し
て
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
と
交
通

安
全
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ラ
ス
ト
付
き

マ
ス
ク
と
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
ま
し

た
。
郵
便
局
を
訪
れ
る
人
の
目
を
楽
し

ま
せ
る
と
と
も
に
、
犯
罪
予
防
へ
の
意

識
を
高
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い 

ま
す
。
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当
麻
中
学
校（
袰
田
佳
奈
恵
校
長
）女

子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が
、
12
月
に
行
わ

れ
た
全
国
大
会
の
結
果
と
、
こ
れ
か
ら

行
わ
れ
る
全
道
大
会
へ
の
出
場
を
兼
ね

て
、
12
月
24
日
、
役
場
町
長
室
を
訪
れ
、

村
椿
哲
朗
町
長
と
中
村
欣
也
教
育
長
に

報
告
し
ま
し
た
。

12
月
20
・
21
日
に
秋
田
県
で
行
わ
れ

た
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ッ
プ
東
北
・
北
海
道

選
抜
中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
に

は
、
団
体
戦
お
よ
び
、
大
塚
心
々
さ
ん
・

前
川
紗
希
さ
ん（
い
ず
れ
も
２
年
）ペ
ア

が
個
人
戦
で
出
場
。
団
体
戦
は
予
選

リ
ー
グ
で
敗
退
、
個
人
戦
は
２
回
戦
敗

退
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
大
塚
さ

ん
は
、「
１
本
の
重
み
と
大
切
さ
を
学

ん
だ
。
今
回
の
反
省
を
糧
に
次
の
大
会

に
臨
み
た
い
」と
、意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

同
部
は
こ
の
あ
と
、
北
海
道
中
学
生

イ
ン
ド
ア
選
手
権
大
会（
12
月
26
日　

札
幌
市
）
に
、
大
塚
さ
ん
・
前
川
さ
ん

ペ
ア
に
加
え
、
諸
井
羅
々
さ
ん
・
菊
地

蘭
夢
さ
ん（
い
ず
れ
も
２
年
）ペ
ア
が
個

人
戦
で
出
場
。
さ
ら
に
、
北
海
道
中
学

生
団
体
対
抗
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会（
１

月
９
日　

滝
川
市
）
に
、
団
体
戦
で
出

場
し
ま
す
。

主
将
の
菊
地
さ
ん
は
、「
諦
め
な
い

気
持
ち
を
大
切
に
、
粘
り
強
く
勝
ち
に

執
着
し
た
試
合
を
し
た
い
」
と
笑
顔
で

話
し
ま
し
た
。（
結
果
は
、
北
海
道
中

学
生
イ
ン
ド
ア
選
手
権
大
会
が
、
大
塚

さ
ん
・
前
川
さ
ん
ペ
ア
が
第
５
位
入

賞
、
諸
井
さ
ん
・
菊
地
さ
ん
ペ
ア
が
二

回
戦
敗
退
。
北
海
道
中
学
生
団
体
対
抗

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
が
、
団
体
戦
第
３

位
入
賞
と
な
り
ま
す
）

勝
利
を
目
指
し
て

～
当
中
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
活
躍

員を任命します。
●詳しくは…　農林業合同事務所内　農業委
員会事務局（☎84－２１２３）

教育委員会では、子どもたちのスポーツ・
文化活動を指導できる指導者と、小・中学生
の団体をつなげる｢地域指導者バンク｣制度を
開始します。指導に興味のある方は、ぜひ登
録をお願いします。
●登録種目
・当麻中学校部活動（軟式野球、ソフトテニ
ス、バスケットボール、吹奏楽）
・その他上記以外の種目
●登録条件　知識と技術を有し、かつスポー
ツ・文化芸術活動の推進のために能力を提供
しようとする意思のある満18歳以上（高校生
を除く）の者で、活動の指導が可能である者
●登録に係る留意点
・登録申請が適正と認められても、全ての方
が配置されるとは限りません
・指導者の地位を利用した営利、宗教、政治
活動を目的とした登録はできません
●詳しくは…　教育委員会社会教育課（☎84
－２１１１内線411）

今年７月19日に任期満了の農業委員改選
に伴い、候補者募集を３月に行なう予定です。
●委員を任命する際の要件　農業に関する識
見を有し、農地などの利用の最適化の推進に
関する事項その他の農業委員会の所掌に属す
る事項に関し、その職務を適切に行うことが
できる方の中から任命されますが、次の要件
があります。
【認定農業者】認定農業者である個人または
認定農業者である法人役員などが委員過半数
を占めなければなりません。
【中立委員の任命】農業委員会の所掌に属す
る事項に関し利害関係を有しない方が含まれ
るようにしなければなりません。
【青年、女性の登用】年齢、性別などに著しい
偏りがないよう配慮しなければなりません。
●農業委員の選出について
・定数13人。任期は７月20日から３年間です。
・推薦、募集の期間は１カ月（３月中旬～４
月中旬の予定）です。必要な事項は、町ホー
ムページ、｢我が郷土｣４月号などでお知らせ
します。
・町長は推薦、募集の結果を尊重して選任議
案を作成し、議会の同意を受けた後に農業委

地 

域
指
導
者
バ
ン
ク

農 

業
委
員
会
委
員
の
改
選
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中
体
連
全
道
大
会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
競
技
に
出
場
す
る
当
麻
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
少
年
団
所
属
の
選
手

が
、
12
月
26
日
、
当
麻
町
役
場
を
訪
れ
、

村
椿
哲
朗
町
長
と
中
村
欣
也
教
育
長
に

出
場
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

大
会
は
１
月
９
日
か
ら
名
寄
市
で
開

催
さ
れ
、
出
場
す
る
の
は
亀
山
晟
史
さ

ん
、
佐
藤
由
奈
さ
ん（
い
ず
れ
も
当
麻

中
学
校
３
年
）、
浜
頭
冬
和
さ
ん（
北
海

道
教
育
大
学
附
属
旭
川
中
学
校
２
年
）

の
３
人
で
す
。

中
体
連
最
後
の
年
と
な
る
亀
山
さ
ん

と
佐
藤
さ
ん
は「
し
っ
か
り
準
備
を
し

て
悔
い
の
な
い
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と

意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。(

中
体
連

の
結
果
は
、
ク
ラ
シ
カ
ル
競
技
で
亀
山

君
が
８
位
入
賞
し
全
国
大
会
出
場
、
佐

藤
さ
ん
が
18
位
、
浜
頭
さ
ん
が
６
位
入

賞
し
全
国
大
会
出
場
。
フ
リ
ー
競
技
で

亀
山
君
が
14
位
で
全
国
大
会
出
場
、
佐

藤
さ
ん
が
17
位
、
浜
頭
さ
ん
が
10
位
入

賞
し
全
国
大
会
出
場)

１
月
26
日
に
は
、全
国
大
会
で
あ
る
、

全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
の
出
場
を
決

め
た
亀
山
晟
史
さ
ん
と
浜
頭
冬
和
さ
ん

が
役
場
を
訪
れ
、
村
椿
哲
朗
町
長
と
中

村
欣
也
教
育
長
に
大
会
の
出
場
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

全
国
大
会
は
２
月
３
日
か
ら
長
野
県

野
沢
温
泉
村
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
全
国

大
会
に
出
場
す
る
二
人
は
大
会
に
向
け

て
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

亀
山
さ
ん
は「
全
道
で
は
良
い
記
録

を
出
せ
た
。
全
国
で
も
よ
り
良
い
結
果

を
残
せ
る
よ
う
、
体
調
管
理
を
万
全
に

し
た
い
」
と
冷
静
に
自
己
分
析
。
浜
頭

さ
ん
は「
地
域
や
少
年
団
の
応
援
の
お

か
げ
で
頑
張
る
こ
と
が
で
き
た
。
納
得

の
い
く
滑
り
が
で
き
る
よ
う
に
全
力
を

尽
く
し
た
い
」
と
、
周
囲
へ
の
感
謝
を

胸
に
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

大
会
へ
向
け

努
力
を
重
ね
て

～
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
少
年
団

勇
壮
に
一
年
を
ス
タ
ー
ト

～
当
麻
消
防
団
出
初
式

当
麻
消
防
団（
羽
根
敏
団
長
）の
出
初

式
が
１
月
12
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
６
分
団
か
ら
団
員
が
集
ま
り
、

市
街
地
を
分
列
行
進
し
た
後
、
公
民
館

ま
と
ま
ー
る
前
駐
車
場
で
人
員
報
告
、

服
装
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

は
北
海
道
内
一
部
の
地
域
に
暴
風
雪
警

報
が
発
令
さ
れ
て
お
り
、
行
進
中
、
ホ

ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
に
な
る
よ
う
な
悪
天
候

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
団
員
は
力
強

く
歩
み
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

屋
外
行
事
後
は
ま
と
ま
ー
る
ホ
ー
ル

内
で
活
動
報
告
や
勤
続
者
へ
の
感
謝
状

贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

３
年
間
の
任
期
を
終
え
て

～
箭
内
恒
奎
隊
員
退
任

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
３
年
の

任
期
を
終
え
る
箭
内
隊
員
の
辞
令
交
付

式
が
、
１
月
30
日
、
役
場
町
長
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

箭
内
隊
員
は
、
令
和
５
年
２
月
１
日

か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
当
麻

町
に
勤
務
。
独
自
の
視
点
で
町
の
風
景

や
人
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
写
真
や
映
像

で
記
録
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
を
通
じ
て
町
の
魅
力
を
発
信
し
て
き

ま
し
た
。

今
後
は
自
身
が
経
営
す
る
古
道
具
店

「
二
季
」（
宇
園
別
３
区
）を
拠
点
に
、
引

き
続
き
当
麻
町
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

き
た
い
と
語
り
ま
し
た
。（
詳
し
く
は
、

28
・
29
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

龍乃泉は今年、
｢誕生10周年｣を迎えます

－　2026.4.25　on store　－

当麻鐘乳洞内で熟成させる日本酒｢龍乃泉｣の、洞内搬入搬出ボランティアを募
集します。当麻町ならではの特産品のメンバーとしてぜひご参加ください。
●ボランティア内容
【搬入作業】
・日時　２月15日(日)　午後１時～(１時間半程度)
・場所　当麻鐘乳洞
・作業内容　日本酒12本入り40ケース(１ケース約15㎏)をバケツリレー形式
　で洞内に搬入します
【搬出作業】
・日時　４月12日(日)　午後１時～(１時間半程度)
・場所　当麻鐘乳洞
・作業内容　２月15日に搬入した日本酒を
　搬出し、トラックへ積み込みます
●特典
　搬入、搬出両方ご参加いただいた方には、
　龍乃泉(720ml)１本をプレゼントします。
●申し込み
　２月13日までに当麻町役場まちづくり推
　進課地域振興係(☎84－２１１１)へご連
　絡ください。



◆主　催　当麻町文化連盟　◆ 後　援（予定） 当麻町・当麻町教育委員会
◆お問い合わせ先　文化連盟事務局　☎84-3259（安部）／教育委員会



放送機の使い方
ＦＭ告知放送機を設置した方へ

利用者の方にお願いです

・ラジオ機能はあくまで｢災害時用｣です。緊急時のみご利用いただくようお願いします

・ラジオと町内放送の音量は異なります。町内放送が聞こえやすい音量に設定しておいてください

・本体背面のケーブルを抜くと町内放送は入らなくなります

・通常はコンセントから電源をとるようにしてください

機器の不具合や使用方法のお問い合わせは…
中西電設(☎８４－３０７０)または役場情報発信戦略課(☎８４－２１１１)へご連絡ください

選局ボタン

ラジオのチャンネルを選べ

ます(放送局は登録済み)

アンテナ

通常は格納したま

まにしてください

照明／再生ボタン

短く押すと本体のランプがつきます(災害時などの照明として

利用できます)。3秒以上長押しすると過去の放送を聞けます(

最大7件まで)。再生中に選局ボタンを押すとさかのぼること

ができます

電池ボックス

単三電池を3本入れると、停電時のラジオや懐中電灯の代用

として使用できます。その場合は背面のケーブルを抜き、ア

ンテナを立て、受信方法切り替えスイッチをロッドアンテナ

受信にして下さい。※停電時は町内放送は入りません

受信方法切り替えスイッチ

通常時はＲＦ(ケーブル)入

力にしてください

高齢者などを対象に
防災目的で当麻町が
貸与しています

正面
側面

天面

裏面

音量調整ボタン

音量を調整できます。

△(上げる)▽(下げる)

このスイッチは

動かさない！

設置希望の受け付けは終了しています
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28

日
常
の
中
に
あ
る
″
特
別
〟
を
見
つ
め
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
箭
内
恒
奎

　

令
和
５
年
２
月
か
ら
当
麻
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
着
任
し
た
箭
内
隊

員
。
主
に
写
真
・
動
画
撮
影
お
よ
び
映
像
制
作
の
他
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
な

ど
、
当
麻
町
の
魅
力
を
独
自
の
視
点
で
捉
え
発
信
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
３
年
間
の

活
動
を
経
て
、
今
年
１
月
31
日
に
隊
員
の
任
期
を
終
え
た
箭
内
隊
員
。
今
後
は
、
昨

年
６
月
に
宇
園
別
３
区
の
民
家
を
改
修
し
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た｢

二
季｣

を
拠
点
に
古
道

具
店
を
営
ん
で
い
き
ま
す
。
東
京
や
札
幌
な
ど
で〝
都
会
暮
ら
し
〟を
経
験
し
た
後
、

当
麻
と
い
う
田
舎
町
で
活
動
を
始
め
た
箭
内
さ
ん
に
、
当
麻
の
印
象
や
今
後
の
展
望

を
聞
き
ま
し
た
。　

実
感
す
る
と
と
も
に
、
情
報
の
橋
渡
し
役

と
し
て
頼
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
が
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

当
麻
町
の
魅
力
は
〝
人
〟

　

当
麻
に
住
み
、町
を
巡
り
、地
元
の
方
々

の
話
を
聞
く
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

主
体
的
に
活
動
し
て
い
る
人
た
ち
が
た
く

さ
ん
お
り
、
そ
の
層
の
厚
さ
に
驚
き
ま
し

た
。
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る「
龍
」や
、
名

産
品
の「
で
ん
す
け
ス
イ
カ
」と
い
っ
た
魅

力
の
他
に
、
暮
ら
し
て
い
る
住
民
の
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
思
い
、
そ
し
て
そ
れ
ら

の
活
動
が
重
な
る
こ
と
で
、「
当
麻
町
」と

い
う
大
き
な
魅
力
を
形
作
っ
て
い
る
の
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

人
と
の
つ
な
が
り

　

私
は
協
力
隊
に
な
る
以
前
は
、
民
間
の

企
業
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。
会
社
員
時
代

も
人
と
の
つ
な
が
り
は
大
切
に
感
じ
て
い

ま
し
た
が
、
協
力
隊
員
と
し
て
の
人
と
の

関
わ
り
は
異
な
る
も
の
で
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
関
わ
り
を
通
し

て
、
相
手
に
寄
り
添
い
、
一
方
的
な
発
信

で
は
な
く
、
相
手
か
ら
思
い
を
汲
み
取

り
、
そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
あ

ら
た
め
て
学
び
ま
し
た
。
こ
の
き
っ
か
け

か
ら
、
よ
り
リ
ア
ル
な
部
分
を
伝
え
る
た

め
、
相
手
の
思
い
や
背
景
に
耳
を
傾
け
る

姿
勢
が
自
然
と
身
に
着
き
ま
し
た
。

当
た
り
前
の
日
常
が
″
特
別
〟

　

当
麻
町
へ
移
住
し
た
ば
か
り
の
頃
、
こ

の
町
で
見
え
る
素
晴
ら
し
い
光
景
が
、
都

市
部
で
見
て
き
た
光
景
と
大
き
く
異
な

り
、
自
然
と
目
に
留
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
当
麻
暮
ら
し
に
慣
れ
る
に
つ
れ
、

そ
れ
ら
は
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
隊
員
と
し
て
の
活
動
期
間
中
、
北
海

道
外
な
ど
で
研
修
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
、
他
地
域
の
環
境
に
触
れ

る
こ
と
で
、
あ
ら
た
め
て｢

当
麻
町
の
美

し
さ｣

の
再
発
見
に
つ
な
が
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
常
に
当
麻
で
起
こ
っ
て
い
る

日
常
を
俯
瞰
し
て
、〝
日
常
的
に
存
在
し

て
い
る
け
れ
ど
、
実
は
特
別
な
も
の
〟
を

拾
い
上
げ
、
発
信
す
る
こ
と
に
重
点
的
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

人
と
つ
な
が
る
こ
と

　

映
像
や
画
像
を
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
や
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
で
発
信
し
て
い
る

と
、
そ
れ
を
見
て
い
た
だ
い
た
方
か
ら
、

お
す
す
め
す
る
風
景
や
新
し
い
お
店
な
ど

の
情
報
を
、
電
話
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
コ
メ
ン
ト

で
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
町
の

好
き
な
場
所
な
ど
の
情
報
を
少
し
で
も
多

く
の
人
と
共
有
し
た
い
と
い
う
強
い
願
い

を
感
じ
、
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
自
分
が
知
ら
な
か
っ
た
当
麻
の
魅
力

や
面
白
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
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こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
も
の

　

３
年
間
の
任
期
の
中
で
、
特
に
印
象
に

残
っ
て
い
る
仕
事
の
一
つ
が「
蟠
龍
ま
つ

り
」
で
す
。
私
は
情
報
発
信
戦
略
課
の
仕

事
と
し
て
、
祭
り
で
は
映
像
の
撮
影
を
担

当
す
る
と
同
時
に
、
蟠
龍
ま
つ
り
実
行
委

員
会
に
も
関
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

運
営
に
携
わ
っ
て
み
る
と
、
祭
り
当
日
は

12
時
間
に
も
満
た
な
い
時
間
で
す
が
、
そ

の
裏
で
は
、
何
日
に
も
わ
た
る
打
ち
合
わ

せ
や
準
備
が
行
わ
れ
、
参
加
者
の「
前
回

よ
り
も
良
い
祭
り
に
し
た
い
」
と
い
う
思

い
の
も
と
、
工
夫
や
改
善
が
重
ね
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

　

30
年
以
上
に
渡
っ
て
続
く
蟠
龍
ま
つ
り

は
、
町
に
関
わ
る
多
く
の
人
た
ち
が
、
祭

り
の
た
め
に
一
体
と
な
る
こ
と
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
思
い
を
と
も

に
す
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
受
け

継
ぎ
な
が
ら
、
卒
業
後
も
当
麻
町
と
関
わ

り
を
持
っ
て
い
き
た
い
と
強
く
願
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

古
道
具
店
「
二
季
」

　

隊
員
２
年
目
の
時
に
、
町
内
の
民
家
を

譲
り
受
け
、
１
年
以
上
の
改
修
を
経
て
、

昨
年
、
自
身
の
古
道
具
店「
二
季
」を
持
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
古
道
具
店
と
い
う

名
の
と
お
り
、
何
十
年
、
何
百
年
と
人
々

の
生
活
の
中
で
大
切
に
使
わ
れ
て
き
た
家

具
や
道
具
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

に
は
使
っ
て
き
た
人
の
暮
ら
し
や
思
い
出

な
ど
ス
ト
ー
リ
ー
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
大
切
な
思
い
出
を
次

の
人
へ
つ
な
ぎ
、
継
承
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

気
軽
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
ス
ト
ー

リ
ー
が
詰
ま
っ
た
道
具
に
触
れ
る
こ
と

で
、
当
時
の
思
い
出
を
振
り
返
り
、
話
の

き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
な
場
所
に
な
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
同
士
の
つ
な
が
り

が
自
然
と
生
ま
れ
る
。
そ
ん
な
場
所
の
提

供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
３
年
前

に
当
麻
町
に
来
て
以
来
、
町
民
み
な
さ
ん

の
温
か
く
、
人
を
受
け
入
れ
る
ウ
ェ
ル
カ

ム
な
雰
囲
気
に
触
れ
た
こ
と
、
ま
た
情
報

発
信
戦
略
課
で
仕
事
を
し
な
が
ら
、「
二

季
」
を
起
業
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
町
民

み
な
さ
ん
か
ら
大
き
な
手
助
け
を
し
て
も

ら
っ
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
「
二
季
」を
当
麻
の
新
し
い
楽
し
さ
を
提

供
で
き
る
お
店
に
し
、
当
麻
町
か
ら
の
手

助
け
の
お
返
し
と
し
て
、
気
持
ち
を
返
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
元
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
、
当
麻
町
と
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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「
商
工
会
館
移
転　

に
ぎ
わ
い
の
起
点
に
」

令
和
７
年
11
月
30
日
、
当
麻
町
商
工
会
館
お

披
露
目
会
。
佐
々
木
利
光 

当
麻
町
商
工
会
長

を
は
じ
め
、
役
職
員
、
会
員
方
々
の
晴
れ
や
か

な
笑
顔
が
広
が
っ
た
。

「
町
全
体
の
活
力
、
経
済
活
動
の
さ
ら
な
る

振
興
発
展
へ
」
と
い
う
思
い
の
も
と
、
商
工
会

か
ら
町
へ
要
望
を
い
た
だ
い
た
。
当
麻
町
議
会

議
員
皆
さ
ん
の
ご
承
認
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
町
と
し
て
支
援
を
実
施

で
き
た
こ
と
に
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
を
申
し
上

げ
た
い
。
関
係
者
の
思
い
が
形
と
な
っ
た
今
回

の
移
転
は
、
私
に
と
っ
て
も
大
変
う
れ
し
い
出

来
事
で
あ
る
。

旧
北
洋
銀
行
当
麻
支
店
の
建
物
へ
事
務
所
を

移
転
。
新
事
務
所
は
、
鉄
骨
造
平
屋
建
て
・
約

２
９
６
㎡
。
研
修
室
や
書
庫
、
休
憩
室
、
女
性

用
更
衣
室
な
ど
を
備
え
、
環
境
が
大
き
く
改
善

し
、新
た
な
拠
点
で
の
業
務
が
始
ま
っ
て
い
る
。

長
年
に
わ
た
り
当
麻
町
と
と
も
に
歩
み
、
町

民
生
活
や
経
済
活
動
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
北
洋

銀
行
に
は
、旧
当
麻
支
店
社
屋
の
取
得
に
際
し
、

快
く
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
使
用
さ
れ
て
い
た

備
品
の
提
供
な
ど
、
温
か
い
ご
厚
意
に
も
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

当
麻
町
は
、
農
業
と
林
業
と
い
う
一
次
産
業

を
基
盤
と
し
、
そ
こ
に
多
様
な
事
業
者
皆
さ
ん

の
力
が
加
わ
る
こ
と
で
、
町
の
豊
か
さ
が
築
か

れ
て
き
た
。
商
工
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
、
地
域
に

根
ざ
し
た
お
店
や
企
業
の
存
在
が
、
日
々
の
暮

ら
し
や
雇
用
を
支
え
、
町
の
活
力
を
生
み
出
し

て
い
る
。

近
年
で
は
、
電
子
地
域
通
貨「
で
ん
す
け
ペ

イ
」
の
活
用
を
は
じ
め
、
官
民
・
民
民
連
携
に

よ
る
挑
戦
や
付
加
価
値
創
造
が
進
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
、
当
麻
町
で
新
た
に
創
業
さ
れ
る
方
々

や
、
長
年
愛
さ
れ
続
け
て
き
た
お
店
の
事
業
承

継
な
ど
、
挑
戦
と
発
展
の
動
き
が
次
々
と
生
ま

れ
て
い
る
。

ま
さ
に
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
商
工

会
の
行
動
力
と
知
恵
が
、
当
麻
町
を
着
実
に
元

気
に
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

こ
の
新
し
い
商
工
会
館
は
、
単
な
る
事
務
所

に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
商
工
業
者
が
集

い
、
相
談
し
、
学
び
合
い
、
新
た
な
挑
戦
へ
踏

み
出
す
場
で
あ
り
、
町
の
に
ぎ
わ
い
を
生
み
、

地
域
経
済
を
動
か
す
力
と
な
る
場
所
で
あ
る
。

ま
た
、
次
世
代
の
若
い
経
営
者
や
創
業
者
を
応

援
す
る
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
く
こ

と
だ
ろ
う
。

新
し
い
商
工
会
館
を
拠
点
に
、
事
業
者
皆
さ

ん
、
商
工
会
、
そ
し
て
町
が
力
を
合
わ
せ
、
元

気
な
当
麻
町
を
築
い
て
い
き
た
い
。

�

当麻町長
  村椿哲朗

１月31日現在で当麻町に住民票のある令和６年12月～令和７年１月生まれ

の赤ちゃんです� (町広報撮影)

１月末現在・(　)内は前月比（11月末）

総人口 男 女 世帯数
5,908（-35） 2,749（-20） 3,159（-15） 2,994（-10）
0～19歳 20～39歳 40～64歳 65歳以上
834（-4） 771（-7） 1,820（-7） 2,483（-17）

●
次
号
発
行
は
3
月
10
日
（
火
）
で
す

蜂谷　柊太ちゃん

（３東３）

片山　龍我ちゃん

（伊　２）

奥山　詩心ちゃん

（３東３）

高田　錬ちゃん

（宇　１）

井上きなりちゃん

（中　７）

水道管凍結に注意！

詳しくは…　建設水道課上下水道係 （84-2111  内線 161）

水を使用しないときは、 水抜栓で水を落としましょう

凍結事故の水道料金、 修理代などは自己負担となります

（住宅、 空き家、 地区会館、 散水栓）
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